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発
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村
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祭
芸
能
発
表
会会

　
　
　
　
　
　
　
　
（（
１１
月
３
日
／
さ
わ
や
か
コ
ー
ラ
ス
愛
好

１１
月
３
日
／
さ
わ
や
か
コ
ー
ラ
ス
愛
好
会会
））

メ
ー
ル
登

メ
ー
ル
登
録録



　
文
化
の
日
に
自
然
交
流
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
た
芸
能
発
表
会
で
は
、
子
ど
も

た
ち
の
ピ
ア
ノ
演
奏
や
さ
わ
や
か
コ
ー

ラ
ス
、
は
ま
な
す
太
鼓
に
よ
る
太
鼓
演

奏
、
民
謡
に
歌
謡
と
発
表
さ
れ
、
会
場

に
集
ま
っ
た
住
民
は
地
域
文
化
の
ひ
と

時
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
、

二
階
の
小
ホ
ー
ル
及
び
和
室
で
は
、

児
童
・
生
徒
、
一
般
の
工
作
や

書
道
、
美
術
作
品
や
生
け
花
、

写
真
、
保
育
所
園
児
に
よ
る
貼

り
絵
な
ど
三
百
十
八
点
の
作

品
が
ず
ら
り
と
並
び
ま
し
た
。

隠

はまなす太鼓はまなす太鼓　　　　　

『まつり太鼓』ほ　　　　『まつり太鼓』ほかか

平平成成２２６６年年度度 初初山山別別村村文文化化祭祭平成２６年平成２６年度度 初山別村文化初山別村文化祭祭平成２６年度 初山別村文化祭

うみねこサークルうみねこサークル　　　　

『母娘じょんがら』　　　『母娘じょんがら』♪♪

主催『初山別村教育委員会・

　　　　　　初山別村文化協会』

とよさき民謡友の会とよさき民謡友の会　　　　

『舩こぎ流し唄』ほ　　　　『舩こぎ流し唄』ほかか

ピアノ演ピアノ演奏奏

『お人形の夢と目覚め』ほか『お人形の夢と目覚め』ほか★★

《
芸
能
発
表
会
》（
　
月
３
日
）

１１

《
作
品
展
示
会
》（
　
月
１
日
～
３
日
）

１１

うみねこサークル『ＷＡになっておどろう』うみねこサークル『ＷＡになっておどろう』♪♪



年
に
わ
た
り
納
期
内
納
税

の
継
続
、
納
税
思
想
の
普

及
に
寄
与
し
た
組
合
活
動
の
功

績
が
認
め
ら
れ
、
明
里
１
納
税

貯
蓄
組
合
（
谷
嶋
喬
組
合
長
）

が
北
海
道
社
会
貢
献
賞
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
東
山
納
税
貯
蓄
組
合

（
石
原
一
男
組
合
長
）
は
留
萌

振
興
局
長
表
彰
を
受
賞
し
、
岡

崎
一
智
留
萌
振
興
局
長
か
ら
表

彰
状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

（
　
月
６
日
）

１１

韻

１１月のこ んなこ とあんなこ と

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協

会
主
催
の
初
山
別

リ
ー
グ
戦
が
開
催
さ
れ
、

Ａ
リ
ー
グ
に
４
チ
ー
ム
・
Ｂ
リ
ー
グ

に
６
チ
ー
ム
が
参
戦
し
３
日
間
に
わ

た
り
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
優
勝
は
、
Ａ
リ
ー
グ
：
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
、

Ｂ
リ
ー
グ
：
Ｓ
Ｋ
Ｂ
　
で
し
た
。

３７

（
　
月
　
日
～
　
日
）

１１

１１

１３

村

●１１月のできごと ●
で　き　ご　と日（曜）

村文化祭芸能発表会３捷

総合検診　～５日
からだそうかいクラブ

４昇

入札５昌

納税功労表彰６昭

脳活教室
やさしいヨガ教室

７晶

からだそうかいクラブ
バレーボール初山別リーグ大会
　～１３日

１１昇

ほしっこくらぶ１２昌

初山別小学校「へき地教育」実践
発表大会
脳活教室
やさしいヨガ教室

１３昭

脳活教室１４晶

村民バドミントン大会１６掌

からだそうかいクラブ１８昇

ウォーキング教室
やさしいヨガ教室

２０昭

村議会臨時会
脳活教室

２１晶

村
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

　《
初
山
別
リ
ー
グ
戦
》

ド
ミ
ン
ト
ン

愛
好
者
の
拡

大
と
親
睦
を
目
的

と
し
て
村
体
育
協

会
（
鎌
田
健
治
会

長
）
主
催
に
よ
る

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大

会
が
村
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
９
チ
ー
ム
　
名
の
選
手
が
参
加
し
ま
し
た
。

１８

　
試
合
は
、
男
女
フ
リ
ー
ダ
ブ
ル
ス
戦
で
行

わ
れ
、
熱
戦
の
末
、
村
内
ダ
ブ
ル
ス
の
頂
点

に
立
っ
た
の
は
「
依
田
伸
希
さ
ん
・
須
藤
正

樹
さ
ん
」
ペ
ア
で
し
た
。（
　
月
　
日
）

１１

１６

バ バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

長 平
成
　
年
度
納
税
功
労
者
・
団
体
表

２６

彰
《
北
海
道
社
会
貢
献
賞
》 



吋

小　　学　　生受　賞　区　分

（初小３年）江　端　若　菜初 山 別 村 長 賞特
別
賞 （初小６年）長谷川　冬　実初山別村教育長賞

（初小３年）村　元　昇　真金 賞懇
談
会
会
長
賞

（初小４年）大　井　麻　衣銀 賞

（初小６年）菊　地　千　里銅 賞

中　　学　　生受　賞　区　分

（初中３年）中　村　望　威初 山 別 村 長 賞特
別
賞 （初中３年）武　田　竣　己初山別村教育長賞

（初中２年）長谷川　栄　人金 賞懇
談
会
会
長
賞

（初中３年）横　山　友　里銀 賞

（初中３年）佐　藤　未　悠銅 賞

を
テ
ー
マ
に
、
村
租
税
教
育
推
進
懇
談
会
が
主
催
す
る
書
道
展
が
行
わ
れ
、
自

然
交
流
セ
ン
タ
ー
内
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。（
　
月
　
日
～
　
日
）

１１

１１

１４

税

　
月
は
、

１２滞
納
整
理
強
化
月
間
で
す
。

第
　
回
初
山
別
村
小
・
中
学
生
《
税
の
書
道
展
》

２７

山
別
小
学
校
（
前
田
郁
美
校
長
）

に
お
い
て
、「
複
式
・
小
規
模
校
に

お
け
る
算
数
科
の
確
か
な
学
力
の
育
成

を
図
る
学
習
指
導
の
改
善
」
を
主
題
と

し
、
へ
き
地
教
育
実
践
発
表
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
初
山
別
小
学
校
で
は
、
昨
年
度
か
ら

の
２
年
間
、
国
立
教
育
政
策
研
究
所
教

育
課
程
研
究
指
定
校
事
業
「
へ
き
地
教

育
」
の
指
定
を
受
け
、
複
式
・
小
規
模

校
の
特
性
を
生
か
し
た
授
業
の
改
善
を

目
指
し
て
研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、　

名
を
超
え
る
教
職
員
た
ち
が
集
ま
り
、
２
・
３
、
６

３０

年
生
の
公
開
授
業
や
研
究
協
議
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。（
　
月
　
日
）

１１

１３

初 初
山
別
小
学
校
「
へ
き
地
教
育
」
実
践
発
表
大
会



右

 

月
の
「
ほ
し
っ
こ
く
ら
ぶ
」
は
、

★
じ
ゆ
う
あ
そ
び

　
　
で
し
た
。（
　
月
　
日
）

１１

１２

今

○自衛官候補生（男子） 

☆応　募　資　格　採用予定月（２７年４月）の１日現在、１８歳以上２７歳未満の者

☆試　験　日　平成２６年１２月１４日（日）及び１５日（月）

☆試　験　会　場　旭川駐屯地

○自衛隊高等工科学校生徒 （身分は特別職国家公務員（生徒）であり、生徒手当が支給さ

れ課程終了時に高等学校の卒業資格を取得できる。（提携する通信制高等学校に編入学））

☆応　募　資　格　中学校卒業（見込み含む）の１５歳以上１７歳未満の男子

　　　　　　　推薦試験（募集人員：約６０名）一般試験（約２６０名）

☆締　め　切　り　推薦試験（１２月５日（金））一般試験（平成２７年１月９日（金））

☆試　験　期　日　推薦試験（平成２７年１月１０日～１２日の指定する１日）

　　　　　　　一般試験（平成２７年１月２４日（土））

☆試　験　種　目　筆記試験

　　　　　　　（国、数、理、社、英：マークシート、作文）（第一次試験）

☆試　験　会　場　一般試験（留萌駐屯地）、

　　　　　　　推薦試験（高等工科学校：神奈川県）

　　　　　　　※推薦試験には学校長の推薦等が必要です。

○お問い合わせ　自衛隊旭川地方協力本部留萌地域事務所

　　　　　　　　　　　　電話：０１６４－４２－４６５０

地域事務所の担当地域募集広報官が説明にあがることがあります。

平成２６年度　自衛官の募集について

☆
ほ
し
っ
こ
く
ら
ぶ
「
　
月
号
」

１１

葛葛
初
参
初
参
加加

高
橋
ゆ
り
あ
ち
ゃ

　
　
高
橋
ゆ
り
あ
ち
ゃ
んん

滑滑
初
参
初
参
加加中

村

奏
太
く

　
　
　
中
村
　
奏
太
く
んん



●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
活
用
し
ま
し
ょ
う
！

　
村
で
は
、
地
域
で
暮
ら
す
高
齢

者
の
み
な
さ
ん
を
介
護
・
福
祉
・

健
康
・
医
療
な
ど
の
様
々
な
面
か

ら
総
合
的
に
支
え
る
た
め
、
役
場

住
民
課
に
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、「
高
齢
者
の
様
子
が

な
ん
と
な
く
い
つ
も
と
違
う
」「
物

忘
れ
が
ひ
ど
く
火
の
不
始
末
が
心

配
」「
足
腰
が
弱
っ
て
お
風
呂
に
入

る
の
が
大
変
に
な
っ
て
き
た
」
な

ど
、
生
活
の
中
で
困
っ
て
い
る
こ

と
や
心
配
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？

　
そ
ん
な
時
は
ど
う
ぞ
相
談
し
て

下
さ
い
。

　
高
齢
者
に
ど
の
よ
う
な
支
援
が

必
要
か
を
把
握
し
、
適
切
な
関
係

機
関
や
制
度
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

に
つ
な
げ
る
な
ど
の
支
援
を
行
い

ま
す
。

●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
業
務
内
容
は
？

①
総
合
相
談
支
援
事
業

　
高
齢
者
に
関
す
る
生
活
全
般
の

困
り
ご
と
や
心
配
な
こ
と
は
な
ん

で
も
ご
相
談
下
さ
い
。

②
介
護
保
険
制
度
の
予
防
給
付
・

介
護
予
防
業
務
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト

　
健
康
な
人
で
も
、
心
身
を
積
極

的
に
使
わ
な
い
と
し
だ
い
に
衰
え
、

筋
力
や
心
肺
機
能
の
低
下
、
認
知

症
な
ど
の
症
状
が
出
て
く
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
介
護
が
必
要
に
な

る
前
に
介
護
予
防
の
支
援
を
受
け

ら
れ
ま
す
。
高
齢
者
が
自
立
し
て

生
活
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

③
権
利
擁
護

　
頼
れ
る
家
族
が
い
な
い
場
合
や

認
知
症
な
ど
で
お
金
の
管
理
や
契

約
に
関
す
る
こ
と
が
不
安
に
な
っ

て
き
た
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

（
成
年
後
見
制
度
の
活
用
な
ど
）

　
ま
た
、
高
齢
者
虐
待
が
あ
っ
た

場
合
な
ど
も
必
要
に
応
じ
て
老
人

福
祉
施
設
な
ど
へ
の
入
所
な
ど
関

係
機
関
と
連
携
し
て
対
応
し
ま
す
。

　
悪
質
な
訪
問
販
売
の
被
害
に

あ
っ
た
が
誰
に
も
相
談
で
き
ず
に

悩
ん
で
い
る
方
な
ど
み
な
さ
ん
の

権
利
を
守
り
ま
す
。

④
包
括
的
・
継
続
的
ケ
ア
 

　
　
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援

　
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
主
治
医
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と

の
連
携
は
も
と
よ
り
、
様
々
な
関

係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
社
会
資

源
を
活
用
し
な
が
ら
包
括
的
・
継

続
的
に
支
援
を
し
ま
す
。

　
平
成
　
年
３
月
に
発
行
さ
れ
、

２５

全
戸
配
布
さ
れ
て
い
る
「
初
山
別

村
ふ
く
し
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
に
は

介
護
保
険
制
度
（
介
護
認
定
や

サ
ー
ビ
ス
の
活
用
な
ど
）
に
つ
い

て
も
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で

参
考
に
し
て
下
さ
い
。

　
ま
ず
は
、
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ

た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

初
山
別
村
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
（
役
場
住
民
課
）

担
当
保
健
師
　
大
水
　

電
話
　
　
倆
２
２
１
１

６７

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

宇



　
～
許
し
ま
せ
ん

　
　
　
飲
酒
運
転
　
許
す
人
～

敢
飲
酒
運
転
の
根
絶
！

　「
ち
ょ
っ
と
し
か
飲
ん
で
い
な

い
か
ら
」、「
す
ぐ
近
く
だ
か
ら
」

と
い
う
考
え
は
誤
り
で
す
。

　
飲
酒
し
て
運
転
す
る
と
、
気
が

大
き
く
な
っ
て
ス
ピ
ー
ド
を
出
し

過
ぎ
た
り
、
注
意
力
が
低
下
す
る

た
め
信
号
や
歩
行
者
な
ど
を
見
落

と
し
や
す
く
な
る
な
ど
、
罪
の
な

い
第
三
者
を
巻
き
込
む
重
大
事
故

を
引
き
起
こ
す
危
険
性
が
高
ま
り

ま
す
。

柑
飲
酒
運
転
は
、
運
転
者
以
外
も

処
罰
の
対
象
！

　
飲
酒
運
転
は
、
運
転
者
の
重
い

処
罰
に
加
え
、
重
大
事
故
を
起
こ

せ
ば
、
社
会
的
制
裁
や
高
額
な
賠

償
を
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
飲
酒
運
転
を
容
認
・
助

長
す
る
車
両
提
供
、
酒
類
提
供
、

同
乗
し
た
者
も
処
罰
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

◇
「
自
分
は
大
丈
夫
」
と
い
う
思

い
こ
み
を
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
お
酒
の
強
い
人
の
中
に
は
、

「
こ
れ
く
ら
い
は
大
丈
夫
。」「
自

分
は
事
故
を
起
こ
さ
な
い
。」
等
と

思
い
込
ん
で
い
る
人
も
い
ま
す
が
、

少
量
の
お
酒
で
も
、
車
の
運
転
に

は
大
き
な
影
響
が
あ
り
ま
す
。

◇
職
場
で
の
「
見
て
見
ぬ
ふ
り
」

の
雰
囲
気
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
誤
っ
た
仲
間
意
識
に
よ
る
「
見

て
見
ぬ
ふ
り
」
は
、
い
ず
れ
重
大

事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
悪
い
こ
と
は
「
悪
い
」
と
言
え

る
職
場
の
雰
囲
気
が
、
事
故
防
止

に
は
大
切
で
す
。

桓
二
日
酔
い
も「
飲
酒
運
転
」で

す
！

　
前
夜
の
酒
が
抜
け
ず
、「
二
日

酔
い
」
で
車
を
運
転
し
事
故
を
起

こ
す
例
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
翌

日
、
車
の
運
転
を
す
る
予
定
が
あ

る
場
合
は
、

・
前
夜
、
深
酒
を
し
な
い

・
朝
起
き
て
体
に
ア
ル
コ
ー
ル
が

残
っ
て
い
る
と
き
は
、
絶
対
に

ハ
ン
ド
ル
を
握
ら
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

棺
「
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動
」

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

　
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
と
は
？

　
自
動
車
で
仲
間
と
飲
食
店
な
ど

へ
行
く
場
合
に
、
お
酒
を
飲
ま
な

い
人
（
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
）
を

決
め
、
そ
の
人
が
仲
間
を
自
宅
ま

で
送
り
届
け
る
運
動
で
す
。

（
羽
幌
警
察
署
）

　
安
全
で
安
心
な
年
末
を
送
り
、

希
望
に
満
ち
た
新
年
を
迎
え
る
た

め
、
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
犯

罪
被
害
や
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
女
性
対
象
犯
罪
の
被
害
防
止

・
夜
間
は
、
可
能
な
限
り
、
明
る

い
道
や
人
通
り
の
多
い
道
を
通

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
夜
間
に
、
イ
ヤ
ホ
ン
で
音
楽
を

聴
い
た
り
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

操
作
し
た
り
し
な
が
ら
歩
か
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

・「
電
話
番
号
が
変
わ
っ
た
」
と
い

う
電
話
は
詐
欺
で
す
。

・
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
医
療
費
が
戻
る
こ
と

は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

・
う
ま
い
話
に
は
ウ
ラ
が
あ
り
ま

す
。
も
う
け
話
に
要
注
意
。

・
お
金
を
要
求
す
る
怪
し
い
電
話

や
メ
ー
ル
が
来
た
ら
、
必
ず
家

族
や
警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

○
灯
油
盗
難
の
被
害
防
止

・
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
に
は
盗
難
防
止

器
具
を
取
り
付
け
ま
し
ょ
う
。

・
ポ
リ
タ
ン
ク
は
施
錠
設
備
の
あ

る
場
所
に
保
管
し
、
確
実
な
施

錠
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
ス
リ
ッ
プ
等
に
よ
る
交
通
事
故

の
防
止

・
ス
リ
ッ
プ
事
故
の
原
因
と
な
る

急
発
進
、
急
ブ
レ
ー
キ
な
ど
、

急
の
つ
く
運
転
は
危
険
で
す
。

・
時
間
に
余
裕
を
も
っ
て
、
ス

ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
と
車
間
距
離
の

保
持
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

お
知
ら

お
知
ら
せせ

飲
酒
運
転
の
根
絶

烏

年
末
に
お
け
る
犯
罪
や
交

通
事
故
の
な
い
地
域
づ
く
り



羽

○お問い合せ先／羽幌営業所　緯 ０ １ ６ ４－６ ２－１ ０ ４ ７



北海道立羽幌病院か ら のお知 ら せ 【平成２７年１月分 外来診療体制】

迂

受付時間等応 援 医 師
金木水火月

診　療　科
午後午前午後午前午後午前午後午前午後午前

８：００～１１：００
１３：３０～１５：００

○○－○－○－○○○内 科

８：００～１１：００留萌市立 高橋副院長第４水曜日（２８日）午前中のみ　完全予約制循環器内科

８：００～１１：００重原医師予約○－－－－－－－－呼吸器内科

８：００～１１：００
（電話予約できます）
（診察は１０：００から）

（担当　佐 尾々医長）－－－○－－－－－－消化器内科

（診察は１４：００から）重原医師予約－－－－－－－－－禁　煙　外　来

８：００～１１：００札幌医大－○－○－○－○－○外 科

８：００～１１：００－○－○－○－○－○整 形 外 科

①渡部整形外科 渡部院長
②留萌市立病院より

①第２・４火曜日（１３日・２７日）午前
②月１回木曜日（２２日）午前・午後

整形専門外来
（完全予約制）

８：００～１１：００
１３：００～１５：００

旭川医大 井上講師
第１・３月曜日　午前・午後
（５日・１９日）

－○－○－○－○○○小 児 科

８：００～１１：００
１３：３０～１５：００

金野医師－－－－－－○○－－婦 人 科

（電話にて申込み）（当院助産師）－－－－－－予約予約－－ミルキー外来

８：００～１１：００旭川医大より－－－－－－－○－－眼 科

８：００～１１：００札幌医大より－－－－－－－－－○皮 膚 科

８：００～１１：００札幌医大より第１・３水曜日（７日・２１日）午前中のみ耳 鼻 咽 喉 科

８：００～１０：３０札幌医大より第２・４木曜日（８日・２２日）午前中のみ泌 尿 器 科

札幌医大 小林講師月１回（紹介患者のみ）精 神 科

１．内科の予約の無い患者さまは９時３０分からの診察となります。

２．コンタクトレンズの処方は行っていませんのでご了承ください。

　平日は、北海道立消費生活センター、土日祝日は、
国民生活センターにつながります。
　役場では、経済課水産商工係が窓口です。

消費生活に関する相談は
消費者ホットラインへ

0570－064－370

一人で悩まず、まずは相談して下さい。

◎上記診療予定は変更となることもありますことを

ご了承ください。

ご 結 婚

１１／２　木　村　卓　也（初山別）

　　　　田野島　紗　希（初山別）

１１／１８　長谷川　優　次（明　里）

　　　　浜　谷　淳　子（初山別）

おくやみ

１１／２２　山　口　オ　リ

　　　　　　　　　８７歳（　栄　）

１１／２７　長　島　勇　吉

　　　　　　　　　９４歳（有　明）

ひ と の う ご き
～平成２６年１１月末～

お
 知
 
ら
 せ

★夜間・土日・祝日診療は緊急性のある重篤な患者さまに限らせ

ていただきます。

★緊急性のない軽傷の患者様は、夜間・土日・祝日の受診は控え

ていただき、平日の診療時間内に受診されるようご協力願いま

す。（なお、病状などでご心配なときや、受診を希望される場合

は看護師がご相談を承りますので、まず電話でご相談ください。

ご相談の内容によって医師と相談し、すぐに受診いただいたほ

うがよいか判断させていただきます。）電話 ０１６４－６２－６０６０

人口と世帯数
人口 １,２８４人 （△１１人）
 男 ６０９人
 女 ６７５人
 世帯数 　５７５世帯 （△８世帯）

（　） は前月比



　初山別村民憲章　　自然を愛し、いつもきれいな村にしましょう。
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● 今月の主な行事予定 ●
（１２／１１～１／１０）

行　　　　　事　　　　　等日月

広報しょさんべつ配布（１２月号）
予防接種

１１昭

　

月

１２

１２晶

１３松

第４７回衆議院議員総選挙及び最高裁判所
裁判官国民審査

１４掌

一般ごみ収集日（初山別・千代田地区）
乳幼児健診

１５捷

村議会定例会１６昇

１７昌

１８昭

破砕・危険ごみ収集日（初山別・千代田地区）１９晶

２０松

２１掌

２２捷

一般ごみ収集日（有明・栄・豊岬・明里・共成地区）
天皇誕生日

２３昇

２４昌

予防接種２５昭

広報しょさんべつ配布（１月号）２６晶

２７松

２８掌

一般ごみ収集日（初山別・千代田地区）２９捷

役場仕事納め３０昇

大晦日３１昌

元旦１昭

１

月

２晶

３松

成人式４掌

５捷

一般ごみ収集日（有明・栄・豊岬・明里・共成地区）
役場仕事始め

６昇

消防団・救難書出初め式７昌

予防接種８昭

９晶

１０松

消防初山別支署からのお知らせ！
平成２５年４月１日から

ご理解とご協力をお願いします

救救 急急 出動する消防車両は、
道路交通法に則り緊急走行時
サイレンを吹鳴しています。

雨

　現在問題となっている地球温暖化は、産業革

命の開始以降、急激に増加した温室効果ガス

（主に二酸化炭素）により、大気の温室効果が強

まったことが主な原因との考え方が支配的です。

　北海道の年平均気温は、１８９８年から２００９年

の統計期間で見ると、＋０．９℃ ／１００年の上昇率

となっています。地球温暖化が進むと、干ばつ

や大雨などの異常気象が多発するなど、気候は

大きく変化します。そのため、早急に、温暖化の

大きな原因である温室効果ガスの削減が求めら

れています。

　北海道は温室効果ガスの削減目標値として、

２０２０年度には１９９０年度に比べて７３８万ｔの削

減量を見込んでいます（「北海道地球温暖化対

策推進計画」より）。

　二酸化炭素の排出を減らすため、私たちにも

できることがあります。

・冷房や暖房の温度を控えめに設定する、シャ

ワ－を流しっぱなしにしないなどにより、燃料

や電力の消費を抑えましょう。

・電気ポットや炊飯器の保温を控える、電化製

品の主電源をこまめに切るなどにより、節電を

心がけましょう。

　誰にでもできる身近なことから、二酸化炭素

の排出を減らすことが大切です。

　旭川地方気象台ホームページアドレス

　http://www.jma－net.go.jp/asahikawa/

　問合せ先／旭川地方気象台

気象台ひと口メモ
「地球温暖化を緩やかにするために」

　林業の仕事をしていたことがありませんか？

　林退共制度に加入していたが、退職金をま

だ受け取っていない方を探しています。以前、

林業の仕事をしていたが、ご自身が林退共へ

加入していたか分からない方についてもお調

べいたします。

　また、罹災された共済契約者及び被共済者

の皆様に対し、各種手続（共済手帳の紛失、

退職金の請求等）の必要が生じた場合はでき

うる限りの範囲において速やかに対応したい

と考えておりますので、最寄の支部又は本部

へお問い合わせ、ご相談下さいますようお願

いいたします。

〈お問い合わせ先〉
　独立行政法人勤労者退職金共済機構

　　　　 林業退職金共済事業本部

〒１７０崖８０５５　東京都豊島区東池袋１ 崖 ２４ 崖 １
電話 ０３崖６７３１ 崖 ２８８７　ＦＡＸ ０３崖６７３１ 崖 ２８９０
・詳しくはホームページでもご案内しております。

 http://www.rintaikyo.taisyokukin.go.jp/

林業退職金共済制度からのお知らせ ！


